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２０２０年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 

 

【民事訴訟法】 

 

問１（民事訴訟法Ⅰ） 

 ＸのＹに対する貸金請求訴訟の口頭弁論における、Ｙの以下の陳述には、そ

れぞれ、どのような訴訟法上の意味があるか、説明しなさい。 

（１）Ｘから金銭を借りたおぼえはない。 

（２）Ｘから現金を受け取ったが、もらったのであり、借りたわけではない。 

（３）Ｘから金銭を借りたが、すでに返済した。 

 

問２（民事訴訟法Ⅱ） 

（１）  以下の併合訴訟は許されるか、検討しなさい。 

  ア  Ｘは、Ｙの代理人と称するＡと、Ｙ所有の絵画を買い受ける契約を締

結し、その代金をＡに支払ったが、Ｙは、当該絵画を売却する代理権を

Ａに与えたことはない、と主張して、その引渡しを拒んでいる。そこで、

Ｘは、主位的に、Ａの代理権の存在を前提として、Ｙを被告として、当

該絵画の引き渡しを求める訴えを提起し、Ａの代理権がないと判断され

た場合に備えて、予備的に、Ａを被告として代金相当額及び遅延損害金

の支払いを求める訴えを併合提起した。 

  イ Ｘは、Ｂとの間で、ＢのＹに対する金１千万円の債権を譲り受ける契

約を締結したが、Ｙは、ＸＢ間の債権譲渡契約は無効であると主張して

いる。そこで、Ｘは、主位的に、債権譲渡契約が有効であるとの前提で、

Ｙに対して、１千万円の支払いを求める訴えを提起し、Ｂは、債権譲渡

契約が無効であると判断された場合に備えて、予備的に、Ｙに対して１

千万円の支払いを求める訴えを併合提起した。 

 

（２）  アの併合訴訟の提起は、Ｘが、Ｙ及びＡの双方に対して敗訴する危険

を避ける目的であり、イの併合訴訟の提起は、Ｘ及びＢの双方がＹに対

して敗訴する危険を避ける目的である。仮にア又はイの併合訴訟が許さ

れないとしたら、Ｘ又はＢは、どのような手続をとれば上記目的を達成

することができるか、検討しなさい。 

 

※  解答用紙の記入に際しては、問１（１）、（２）、（３）、問２（１）ア、

（１）イ、（２）と見出しをつけて記入しなさい。 


